
（1）　第４３３号

令和３年度 学園祭
『～学年の枠を越えて、コロナ禍を乗り越えて、伝統を越えろ～』テーマ

文化祭／9月3日㈮ 本校　　体育祭／9月７日㈫ 出雲ドーム

体　育　祭 ポスターコンクール

体育祭Ｔシャツ

２位　２年４組（グリーン）
３位　２年５組（トロピカルピンク）

優勝１年４組
（オレンジ）

文　化　祭

弁論大会最優秀賞　

　 垰谷のぞみ（　　 ）２-５
小郡

最優秀賞
　 小林　沙輝（　　）2-5

湖北
優秀賞
　 神谷　　凜
　 飯塚　真子

最優秀賞
　 ２年２組
優秀賞
　 ３年１組

（　　）1-4
出二

（　　）1-4
出三

　

本
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
を
受
け
、
感
染
防
止
対
策
を
し
な
が
ら

日
程
を
短
縮
し
て
の
学
園
祭
と
な
っ
た
。

　

文
化
祭
は
、
３
年
生
及
び
中
学
生
は
当
日
の

企
画
を
担
当
し
、
制
約
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
が
工

夫
を
凝
ら
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
昨
年

に
比
べ
、
参
加
す
る
人
数
を
分
散
さ
せ
て
密
を

避
け
た
り
換
気
に
気
を
遣
う
な
ど
、
コ
ロ
ナ
対

策
の
意
識
の
高
さ
が
生
徒
や
教
員
全
体
に
浸
透

し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
１
年
生
は
200
人
で

パ
ネ
ル
を
使
っ
た
人
文
字
を
作
成
し
た
。
少
し

ず
つ
良
い
作
品
が
で
き
あ
が
る
こ
と
で
達
成
感

を
味
わ
え
た
よ
う
に
思
う
。
２
年
生
は
各
ク
ラ

ス
で
10
分
動
画
を
作
成
し
て
発
表
し
た
。
ク
ラ

ス
で
意
見
を
出
し
合
い
、
映
像
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

を
す
る
中
で
更
に
高
み
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

体
育
祭
は
昨
年
に
続
き
ド
ー
ム
開
催
で
あ
っ

た
。
競
技
の
選
定
か
ら
準
備
ま
で
、
生
徒
会
を

中
心
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
。
競
技
は
中
高

ク
ラ
ス
別
の
20
チ
ー
ム
で
競
い
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
苦
労
し
た
部
分
も

多
か
っ
た
が
、縮
小
す
る
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
も
の

も
あ
り
、
思
い
出
に
残
る
学
園
祭
と
な
っ
た
。

令和３年９月３０日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４３３

合　

唱　

部

高
等
学
校
部
門
Ａ
グ
ル
ー
プ　

金
賞
・
鳥
取
県
教
育
長
賞

第
59
回
中
国
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

時　

９
月
19
日　
　
　
　
　
　
　
　

於　

松
江
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
バ
ホ
ー
ル

　

県
大
会
を
通
過
し
、
中
国
大
会
に
向
け
よ
り

一
層
力
を
入
れ
て
練
習
し
て
い
た
が
、
感
染
症

拡
大
の
た
め
直
前
に
音
源
審
査
に
変
更
と
な
っ

た
。
中
国
大
会
に
出
場
で
き
る
喜
び
と
会
場
で

歌
え
る
こ
と
に
、
生
徒
達
は
胸
を
膨
ら
ま
せ
て

い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
発
表
に
は
無
念
や
残

念
な
思
い
を
し
た
。
そ
れ
で
も
や
る
気
を
失
う

こ
と
な
く
、
録
音
に
向
け
て
努
力
し
続
け
た
。

現
地
で
の
開
催
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
録
音
と

い
う
新
た
な
方
法
で
生
の
演
奏
に
負
け
な
い
熱

い
魂
を
映
し
込
ん
だ
。
結
果
、
金
賞
を
受
賞
し
、

10
月
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

全
国
大
会
は
更
に
厳
し
い
戦
い
と
な
る
が
、

こ
の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
努
力
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
う
。 （
顧
問　

齋
藤
茉
耶
花
）

全国大会で活躍が期待される合唱部

４
大
会
連
続
18
回
目
と
な
る

　
　
　
　

全
国
大
会
出
場
決
定
!!



第４３３号　（2）

吹

奏

楽

部

第
34
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
島
根
県
大
会

時　

９
月
20
日　
　

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

　

本
年
度
は
「
ア
メ
リ

カ
」
を
テ
ー
マ
し
た
委
嘱

作
品
で
マ
ー
チ
ン
グ
に

取
り
組
ん
だ
。
８
月
下
旬

か
ら
は
本
格
的
に
練
習

を
再
開
し
、
約
３
週
間
程

度
と
い
う
短
い
練
習
期

間
だ
っ
た
が
、
生
徒
達
は

よ
く
努
力
し
、
本
番
で
は

素
晴
ら
し
い
演
奏
演
技

を
見
せ
会
場
を
魅
了
し

た
。
結
果
、
金
賞
を
受
賞
し
、
中
国
大
会
へ
の

出
場
権
を
獲
得
し
た
。

　

10
月
に
広
島
で
行
わ
れ
る
中
国
大
会
で
は
島

根
県
代
表
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
演
奏
演
技

を
し
、
ま
た
全
国
大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
精
進
し
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

原
田　

実
）

第
60
回
島
根
県
高
等
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

第
60
回
島
根
県
高
等
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

時　

９
月
13
日　
　
　
　
　

於　

グ
ラ
ン
ト
ワ（
益
田
市
）

　

本
校
か
ら
は
声
楽
部
門
へ
10
名
、
木
管
楽
器

部
門
へ
10
名
、
金
管
楽
器
部
門
へ
11
名
、
弦
楽

器
部
門
へ
２
名
の
計
33
名
が
参
加
し
た
。
参
加

生
徒
は
北
陵
高
校
生
ら
し
い
素
晴
ら
し
い
演
奏

を
披
露
し
、
結
果
は
以
下
の
通
り
と
な
っ
た
。

○
声
楽
部
門　

１
位　
杉
森
さ
く
ら（
3-6 

浜山
）

○
木
管
部
門　

１
位　

島
袋　

茜（
3-6 

美東
）

○
金
管
部
門　

１
位　

東　

奈
優（
3-6 

美東
）

○
弦
楽
部
門　

２
位　

中
林
桃
子（
2-6 

北陵
）

　
　
　
　
　
　

３
位　

加
藤
心
琴（
1-6 

出南
）

　

そ
の
他
、
各
部
門
で
多
く
の
生
徒
が
金
賞
を

受
賞
し
た
。
本
年
も
本
校
が
多
数
上
位
入
賞
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
も
偏
に
、
日
頃

か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
音
楽
コ
ー
ス
の

先
生
方
、
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の

皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
の
お
陰
で
あ
り
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

（
音
楽
科　

竹
内
康
貴
）

卓　

球　

部

令
和
３
年
度
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）
島
根
県
予
選
大
会

時　

９
月
10
〜
12
日　

於　

島
根
県
立
体
育
館

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優　

勝　

杉
浦
大
和（
2-2 

北陵
）

第
２
位　

佐
藤
卓
斗（
1-4 

北陵
）

第
４
位　
小
川
さ
く
ら（
1-1 

平野
）

第
５
位　

山
本
淳
史（
2-3 

穴生
）

※
杉
浦
大
和
と
佐
藤
卓
斗
が
全
日
本
選
手
権
出
場

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

優　

勝　

杉
浦
大
和
・
佐
藤
卓
斗　

組

第
２
位　

山
本
淳
史
・
小
川
さ
く
ら　

組

○
大
会
総
評

　

推
薦
出
場
の
小
野
泰
和（
中3-1 

鏡山
）
と
県
予
選
を

突
破
し
た
杉
浦
、
佐
藤
が
来
年
１
月
に
東
京
で

開
催
さ
れ
る
全
日
本
選
手
権
に
出
場
す
る
。
そ

こ
で
勝
ち
上
が
る
た
め
に
は
、
ま
だ
技
術
の
安

定
性
、
戦
術
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
足
り
な
い
。

日
々
の
練
習
で
課
題
を
克
服
し
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

令
和
３
年
度
島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

時　

９
月
11
・
12
日　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

【
男
子
】

５
ペ
ア
が
新
人
戦
で
の
シ
ー
ド
権
獲
得

５
位　

川
角
悠
太（
2-1 

大社
）・
岩
崎
遥
平（
2-5 

出一
）

６
位　

木
村
蔵
人（
2-2 

斐東
）・
青
木
快
生（
2-4 

出南
）

Ｂ
32　

髙
橋
拓
眞（
2-3 

久米
）・
堀
江
結
太（
1-3 
出一
）

　
　
　

神
在
俊
輔（
2-2 

河南
）・
陰
山
晃
成（
2-2 
斐西
）

　
　
　

原　

優
翔（
2-1 

斐東
）・
江
角
虎
哲（
2-2 

河南
）

○
大
会
総
評

　

新
チ
ー
ム
で
の
初
め
て
の
公
式
戦
で
あ
っ
た

が
悔
し
い
結
果
と
な
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
課
題

が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
新
人
戦
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。 

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

【
女
子
】

　

部
員
３
名
が
大
会
に
出
場
し
た
。
神
田
桜
奈

（
1-5 

浜東
）・
竹
下
綾
香（
1-5 

出三
）
ペ
ア
が
ベ
ス
ト
16

と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
次
の
新
人
戦
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

 

（
顧
問　

金
森　

快
）

野　

球　

部

令
和
３
年
度
島
根
県
高
等
学
校
秋
季
野
球
大
会 

兼

第
137
回
秋
季
中
国
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会
島
根
県
予
選

時　

９
月
20
日

於　

浜
山
球
場

２
回
戦　

本
校　

６

－

10　

益
田
翔
陽

○
大
会
総
評

　

今
大
会
に
向
け
て
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

準
備
を
怠
ら
な
か
っ
た
が
、
初
戦
で
敗
退
し
た
。

大
会
直
前
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
部
活
動
の
活

動
制
限
を
経
験
し
、
思
う
よ
う
に
野
球
が
で
き

な
い
苦
し
み
を
昨
年
同
様
に
痛
感
し
た
。
今
回

の
敗
戦
に
よ
り
課
題
が
明
確
化
し
た
た
め
、
そ

の
課
題
を
克
服
し
、
一
冬
越
え
て
の
飛
躍
に
期

待
し
て
い
る
。

　

当
日
は
、
保
護
者
や
学
校
関
係
者
の
皆
様
に

応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
と
も
野
球
部
の
活
躍
に
注
目
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

 

（
監
督　

畑　

宗
一
郎
）

テ

ニ

ス

部

ダ
ブ
ル
ス
２
位
、
シ
ン
グ
ル
ス
ベ
ス
ト
８

島
根
県
テ
ニ
ス
新
人
大
会

時　

９
月
18
〜
20
日　
　
　
　
　
　
　

於　

石
見
海
浜
公
園
・
益
田
運
動
公
園

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

ベ
ス
ト
８　

石
川
泰
丞（
2-2 

北陵
）

　

中
国
大
会
出
場
！

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

２
位　

石
川
泰
丞
・
土
江
裕
貴（
2-1 

斐東
）

　

中
国
大
会
出
場
！

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

１
回
戦
敗
退

〈
女
子
ダ
ブ
ル
ス
〉　　

１
回
戦
敗
退

○
大
会
総
評

　

地
区
予
選
を
終
え
て

か
ら
、
１
ヶ
月
で
『
テ

ニ
ス
を
進
化
さ
せ
る
』

そ
し
て
部
活
動
自
粛
で

『
練
習
が
１
時
間
半
し

か
な
い
で
は
な
く
、
１

時
間
半
も
あ
る
』
と
発

破
を
か
け
て
臨
ん
だ
大
会
。
選
手
達
が
頑
張
っ

て
く
れ
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
は
決
勝
戦
で
敗
れ
は

し
た
が
、
力
が
勝
る
相
手
に
対
し
、
ダ
ブ
ル
ス

ら
し
い
試
合
展
開
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

陸
上
競
技
部

第
67
回
島
根
県
高
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

時　

９
月
19
日

於　

益
田　
　

走
高
跳　
　

５
位　
梶
谷
匠
千
華（
1-4 

向陽
）

棒
高
跳　
　

６
位　

小
村
健
晴（
1-4 

斐西
）

１
年
100
ｍ　

８
位　

原
田
律
紀（
1-1 

出三
）

三
段
跳　
　

８
位　

玉
木
涼
舜（
2-4 

向陽
）

や
り
投　
　

８
位　

藤
原　

成（
1-4 

出三
）

○
大
会
総
評

　

今
回
は
台
風
接
近
に
よ
り
一
日
で
の
開
催
と

な
り
、
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
が
全
て
組
み
直
さ
れ

た
。
ト
ラ
ッ
ク
競
技
は
各
種
目
１
レ
ー
ス
の
み

で
、
全
て
タ
イ
ム
レ
ー
ス
決
勝
。
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
対
策
の
た
め
、
選
手
・
役
員
と
も
に
入
場

す
る
た
め
の
リ
ス
ト
バ
ン
ド
の
携
帯
が
義
務
付

け
ら
れ
た
。
選
手
は
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中

で
、
い
か
に
自
身
の
力
を
発
揮
で
き
る
か
が
注

目
さ
れ
た
。

　

本
校
は
、
昨
年
大
会
と
同
様
に
５
種
目
の
入

賞
を
果
た
し
た
。
目
標
に
し
て
い
た
中
国
大
会

に
は
届
か
な
か
っ
た
が
、
二
名
の
２
年
生
を
中

心
に
よ
く
ま
と
ま
っ
て
戦
え
た
と
感
じ
る
。
特

に
、
久
々
に
出
場
し
た
二
つ
の
リ
レ
ー
種
目
は
、

チ
ー
ム
に
自
信
と
勢
い
を
つ
け
た
力
走
だ
っ
た
。

ま
た
、
選
手
の
半
数
が
初
め
て
の
陸
上
競
技
大

会
に
出
場
し
た
た
め
戸
惑
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
だ
が
、
積
極
的
に
挑
戦
す
る
姿
に
今
後
の
活

躍
が
期
待
で
き
る
と
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら
全
員

が
６
月
の
県
高
校
総
体
で
更
な
る
活
躍
が
で
き

る
よ
う
、
冬
季
練
習
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

　

今
夏
の
異
常
な
暑
さ
の
中
で
の
練
習
、
８
月

末
か
ら
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
の
時
間
短
縮
の

練
習
な
ど
、
厳
し
い
活
動
を
強
い
ら
れ
た
が
、

常
に
目
標
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。 

（
顧
問　

別
所
美
喜
子
）



（3）　第４３３号

写　

真　

部

令
和
３
年
度
撮
影
技
術
大
会

時　

９
月
10
・
11
日　
　
　
　
　

於　

本
校（
リ
モ
ー
ト
）・
出
雲
市（
撮
影
）

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
島
根
県
各
校
と
東
京
工

芸
大
学
を
繋
ぎ
リ
モ
ー
ト
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

た
だ
前
回
と
違
い
、
事
前
作
品
の
講
評
会
だ
け

で
な
く
、
撮
影
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
、
撮

影
課
題
を
与
え
ら
れ
て
当
日
撮
影
し
た
作
品
を

講
評
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
流
れ
で
あ
っ
た
。

　

本
校
写
真
部
も
４
班
に
分
か
れ
、
稲
佐
の
浜
、

出
雲
大
社
、
鹿
島
神
社
な
ど
に
出
向
き
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
作
品
制
作
に
取
り
組
ん
で
、
お
蔭

様
で
実
り
あ
る
２
日
間
と
な
っ
た
。

（
顧
問　

村
上　

学
）

吹
奏
楽
部  

体
験
入
部

時　

８
月
28
日　
　
　

於　

本
校
黎
明
ホ
ー
ル

39
名
の
中
学
生
に
参
加
い
た
だ
き
、
本
校
吹

奏
楽
部
の
日
頃
の
練
習
を
体
験
し
て
い
た
だ
い

た
。
今
回
は
吹
奏
楽
に
よ
る
基
礎
練
習
と
行
進

曲
の
楽
曲
合
奏
を
行
っ
た
。
参
加
い
た
だ
い
た

中
学
生
と
本
校
吹
奏
楽
部
員
に
と
っ
て
有
意
義

な
時
間
と
な
っ
た
。

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

美　

術　

部

令
和
３
年
度
美
術
課
題
発
表
展

時　

８
月
29
日　

於　

本
校
美
術
棟

　

一
学
期
の
部
活

動
作
品
や
授
業
作

品
、
夏
休
み
に
制
作

し
た
新
作
を
中
心

に
展
覧
会
を
行
っ

た
。

　

運
営
か
ら
受
付

ま
で
手
作
り
の
展

覧
会
だ
っ
た
が
、
一
生
懸
命
さ
が
観
た
人
に
伝

わ
る
良
い
展
覧
会
に
な
っ
た
。
多
数
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

飯
塚
康
弘
）

中
学
校

卓　

球　

部

小
野　

シ
ン
グ
ル
ス　

ベ
ス
ト
８
！

第
52
回
全
国
中
学
校
卓
球
大
会

時　

８
月
23
〜
26
日　
　

於　

日
環
ア
リ
ー
ナ
栃
木

【
男
子
団
体
】
優
秀
13
校

〈
予
選
リ
ー
グ
〉

第
１
試
合　

本
校　

４

－
１　

七
飯（
北
海
道
）

第
２
試
合　

本
校　

４
－

１　

足
立
学
園（
東
京
）

〈
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
〉

１
回
戦　

本
校　

２

－

３　

明
豊（
大
分
）

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

ベ
ス
ト
８　

小
野
泰
和（
中3-1
鏡山
）　

創
部
初

○
大
会
総
評

　

中
学
３
年
生
が
大

変
よ
く
頑
張
っ
た
。

特
に
小
野
は
創
部
初

と
な
る
シ
ン
グ
ル
ス

で
の
入
賞
を
果
た
し
、

卓
球
部
に
新
た
な
歴

史
を
作
っ
た
。
こ
の

頑
張
り
を
ぜ
ひ
後
輩

達
も
受
け
継
い
で
欲

し
い
。

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

全
日
本
卓
球
選
手
権
カ
デ
ッ
ト
の
部

島
根
県
予
選

時　

８
月
28
日　
　
　
　

於　

松
江
市
総
合
体
育
館

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

優
勝　

三
好
蒼
空（
中1
岩倉
）・
金
丸　

陽（
中1
西山
）

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス（
Ｕ

－
13
）】

２
位　

三
好
蒼
空

３
位　

金
丸　

陽

○
大
会
総
評

　

ダ
ブ
ル
ス
と
、
シ

ン
グ
ル
ス
で
三
好
が

10
月
に
開
催
予
定
の

全
国
大
会
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
た
。
大

会
に
向
け
て
良
い
準

備
を
し
て
い
き
た
い
。

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

野　

球　

部

全
日
本
少
年
春
季
軟
式
野
球
大
会

出
雲
市
予
選

時　

８
月
21
・
22
日　
　
　

於　

湖
陵　

浜
山
少
年
球
場

一
回
戦　

本
校　

４

－

３　

河
南
中

二
回
戦　

本
校　

８

－

３　

平
田
中

準
決
勝　

本
校　

０

－

７　

斐
川
西
中

３
位
決
定
戦　

本
校　

13

－

１　
向
陽
・
斐
川
東
中

○
大
会
総
評

　

３
位
で
出
雲
・
雲
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
た
。
県
大
会
を
目
指
し
て
頑
張

り
た
い
と
思
う
。

（
顧
問　

手
錢
修
司
）

出
雲
部
中
学
校
秋
季
野
球
大
会

時　

８
月
28
日

於　

出
雲
三
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

二
回
戦　

本
校　

０

－

６　

浜
山
中

○
大
会
総
評

　

雨
の
中
の
試
合
と
な
り
、
思
う
よ
う
に
力
が

発
揮
で
き
な
か
っ
た
。
も
っ
と
心
も
体
も
鍛
え

直
し
、
次
の
大
会
に
挑
み
た
い
。

（
顧
問　

手
錢
修
司
）

保

育

体

験

学

習

保

育

体

験

学

習

　

９
月
６
・
８
日
に
、３
年
生
は
市
内
の
２
箇
所

ベスト８入賞の小野泰和

金丸 陽（右）と三好蒼空（左）

団体メンバー

会場の様子

の
幼
稚
園
、
保
育
園

で
保
育
体
験
実
習

を
行
っ
た
。
子
ど
も

達
と
運
動
会
の
予

行
演
習
を
一
緒
に

行
っ
た
り
、
砂
遊
び

な
ど
、
様
々
な
活
動

を
行
っ
た
。

　

日
頃
は
幼
児
と

接
す
る
機
会
が
少

な
い
生
徒
達
に
と
っ
て
、
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
お

世
話
に
な
っ
た
幼
稚
園
、

保
育
園
の
皆
様
、
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
担
当　

西
村
か
お
り
）

第
17
回
少
年
の
主
張

出
雲
市
大
会

第
17
回
少
年
の
主
張

出
雲
市
大
会

銅
賞
受
賞

銅
賞
受
賞

３
令和

年度

時　

９
月
13
日　

於　

佐
田
中
学
校

弁
士　

錦
織　

初（
中2
国富
）

演
題　

悔
い
が
残
ら
な
い
人
生
に

　

今
年
は
二
年
ぶ
り
に
会
場
に
集
い
、
市
内
の

15
校
の
生
徒
が
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。
本
校
代

表
の
錦
織
さ
ん
は
、
家
族
と
の
体
験
を
通
し

て
、
自
身
の
生
き

方
に
つ
い
て
発
表

し
た
。
厳
か
な
雰

囲
気
の
中
に
も
温

か
さ
が
感
じ
ら
れ

る
会
場
で
、
堂
々

と
自
分
の
思
い
を

伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
貴
重

な
体
験
を
今
後
の

中
学
生
活
に
生
か

し
て
欲
し
い
と
思
う
。

（
別
所
美
喜
子
）



第４３３号　（4）
　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村
の
ホ
テ

ル
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
選
手
が
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ト
を
破
壊
し
た
事
に
つ
い
て
、
あ
な

た
な
ら
ど
う
捉
え
る
か
。

　

私
は
「
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
っ
て
こ
ん
な

に
丈
夫
な
ん
だ
」と
感
じ
た
。も
ち
ろ
ん
世

間
が
非
難
し
て
い
る
よ
う
に
、
製
作
者
が

一
生
懸
命
考
案
し
て
準
備
し
て
く
れ
て
い

る
備
品
を
壊
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私

も
否
定
的
な
意
見
だ
。
し
か
し
、
悪
意
が

あ
っ
て
の
行
動
で
は
な
く
、
モ
ラ
ル
が
な

い
と
は
い
え
興
味
本
位
で
の
行
動
だ
っ
た

た
め
、
す
べ
て
を
悪
と
捉
え
て
頭
ご
な
し

に
否
定
す
る
の
も
そ
れ
は
そ
れ
で
い
か
が

な
も
の
か
と
思
う
。「
わ
ざ
わ
ざ
壊
す
な
ん

て
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
意
見
も
「
九
人

乗
っ
て
も
壊
れ
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
く

れ
た
」
と
い
う
意
見
も
、
ど
ん
な
意
見
で

作
品
と
研
究

も
間
違
っ
た
も
の
な
ん
て
な
い
と
思
う
が
、

同
じ
物
事
に
対
す
る
意
見
な
の
に
見
方
次

第
で
肯
定
的
に
も
否
定
的
の
も
な
る
の
は

怖
い
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
話
題
で
い
え
ば

も
う
一
つ
、
名
古
屋
市
長
が
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
後
藤
選
手
の
金
メ
ダ
ル
を
嚙
ん
だ
事

に
つ
い
て
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
捉
え
る
か
。

　

私
は
「
こ
の
人
は
古
い
人
間
な
ん
だ
ろ

う
な
」と
感
じ
た
。最
初
に
金
メ
ダ
ル
を
噛

ん
だ
の
は
一
九
八
八
年
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
泳
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
の
選

手
で
、
日
本
人
で
は
一
九
九
六
年
ア
ト
ラ

ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
の
中
村
選
手
が

初
め
と
言
わ
れ
て
い
る
。
二
十
世
紀
後
半

に
こ
の
行
為
が
撮
影
ポ
ー
ズ
と
し
て
流
行

し
た
が
、
二
〇
〇
六
年
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
荒
川
静
香

選
手
が
メ
ダ
ル
を
噛
む
行
為
に
否
定
的
だ

っ
た
よ
う
に
、
最
近
は
傷
を
つ
け
な
い
た

め
に
メ
ダ
ル
を
噛
ま
な
い
選
手
が
増
え
た
。

代
わ
り
に
メ
ダ
ル
に
キ
ス
し
た
り
、
噛
む

ポ
ー
ズ
を
し
て
も
歯
は
つ
け
な
か
っ
た
り

と
い
う
の
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。
後
藤

選
手
の
金
メ
ダ
ル
を
無
断
で
い
き
な
り
噛

ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
「
最
大
の
愛
情
表
現

だ
っ
た
」
と
謝
罪
に
も
な
ら
な
い
コ
メ
ン

ト
し
た
名
古
屋
市
長
は
、
特
に
何
も
考
え

ず
に
時
代
錯
誤
な
価
値
観
か
ら
こ
の
行
為

に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
。
無
断
で
他
人
の
物

を
噛
ん
だ
こ
と
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
わ
ざ
わ

ざ
マ
ス
ク
を
外
し
て
他
人
の
物
に
唾
液
を

付
け
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
少
し
考
え
れ

ば
非
常
識
な
行
為
だ
と
判
断
で
き
た
は
ず

だ
。
軽
率
な
行
動
に
よ
っ
て
世
間
か
ら
は

罵
詈
雑
言
を
浴
び
て
、
印
象
は
急
降
下
し

て
最
悪
だ
。

　

し
か
し
、
こ
れ
が
人
気
の
イ
ケ
メ
ン
俳

優
だ
と
す
れ
ば
世
間
の
反
応
は
激
変
す
る

と
思
う
。
名
古
屋
市
長
に
よ
せ
ら
れ
る
讒

謗
と
は
違
い
、
む
し
ろ
「
羨

ま
し
い
」
と
か
「
メ
ダ
ル
の

価
値
が
上
が
る
」
と
い
う
よ

う
な
称
賛
の
コ
メ
ン
ト
が
よ

せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は

あ
く
ま
で
も
私
の
勝
手
な
想

像
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
同
じ

こ
と
を
し
て
も
見
た
目
で
評

価
が
か
わ
る
こ
と
は
よ
く
あ

る
と
思
う
。
し
て
い
る
行
為

は
同
じ
な
の
に
同
じ
よ
う
に

非
難
は
し
な
い
。
そ
れ
は
少

し
お
か
し
い
と
思
う
。
行
動
の
善
し
悪
し

に
つ
い
て
批
評
す
る
な
ら
誰
に
対
し
て
も

平
等
に
す
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
た

だ
の
悪
口
や
誹
謗
中
傷
に
な
っ
て
は
よ
く

な
い
と
思
う
。

　

人
は
物
事
を
ど
ん
な
視
点
で
見
る
か
で

捉
え
方
が
全
く
違
う
も
の
に
な
る
と
思
う
。

批
評
を
す
る
な
ら
偏
っ
た
見
方
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
方
向
か
ら
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
捉
え
方
を
す
る
べ
き
だ
。私
自
身
も
、自

分
の
思
い
や
発
言
に
対
し
て
多
角
的
な
見

方
を
通
し
て
、
た
だ
の
誹
謗
中
傷
に
な
っ

て
い
な
い
か
考
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

令
和
三
年
度　

学
園
祭

　

校
内
弁
論
大
会　

最
優
秀
賞

『
い
ろ
い
ろ
な
捉
え
方
』

垰
谷
の
ぞ
み（
2-5 

小郡
）

「
校
舎
と
木
」

福
田　

拓
海

（2-6）平田

今月の
 1枚


